
香川県
F i l e  N o. 09

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 1,289 1,227 1,245 1,144 1,174
採用予定者数 268 256 254 246 316

▼︎�受験者数等推移

求める教員像
○教育に対する情熱をもち，素養と資質を備えた教員
○専門的な知識・技能と指導力を有し，社会変化や教育課題に適切に対応できる教員
○連携・協働しながら学校運営に積極的に参画する教員

出願期間
公開日　令和７年４月28日（月）
電子申請　令和７年５月１日（木）～28日（水）17:00

試験日程

１次試験
　試験日　筆記試験等：令和７年７月19日（土）・20（日）
　面接試験：令和７年７月19日（土）・21日（月・祝）・22日（火）・25日（金）の指定した１日　
　合格発表日　令和７年８月５日（火）
２次試験
　試験日　令和７年８月16日（土）～24日（日）の指定した1日
　合格発表日　令和７年９月12日（金）

年齢制限
昭和49年４月２日以降に生まれた者。ただし，特別選考Ⅱ・Ⅳ・Ⅴは昭和39年４月２日以降に生まれた者。特
別選考Ⅰは昭和39年４月２日以降平成19年４月１日以前に生まれた者。特別選考Ⅲは昭和39年４月２日以
降平成10年４月１日以前に生まれた者。大学３年生先行受験は昭和40年４月２日以降に生まれた者。

募集教科
［小］　［中］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語　［高］国語，世界史，日本史，公民，
数学，化学，生物，保健体育，音楽，美術，書道，英語，家庭，情報，農業，機械，電気，建築，インテリア，土木（工・
農），水産（機関，栽培）　［特］（小）（中）［中］と同じ教科　（高）［高］と同じ教科　［養］（小中）（高特）　［栄］

特記事項

■特別選考　●特別選考Ⅰ　次の①～⑩のいずれかの該当者は，１次の教職・一般を免除。①民間企業等経験
者。［中・高・特・養・栄］志願者対象。②本県／他の都道府県・指定都市の元職者。③他の都道府県・指定都市
の現職者。④現に本県実習助手又は寄宿舎指導員。⑤本県講師等経験者。⑥複数免許所有者。［小・中］志願者
対象。⑦一定の英語力をもつ者。［小］志願者対象。⑧国内の教職大学院修了予定者。［高・特］志願者対象。⑨
各種競技大会，コンクール，展覧会等における実績者。［小・中・高］志願者対象。⑩大学３年生先行受験通過者。
●特別選考Ⅱ（障害者を対象とした選考）　●特別選考Ⅲ（他の都道府県・指定都市の現職者）　［小・中・高・
特］志願者対象。１次を免除。●特別選考Ⅳ（大学等推薦者）　［小・中］志願者対象。１次を免除。●特別選考
Ⅴ（前年度第１次選考試験に合格した本県講師）　［小・中］志願者対象。１次を免除。
■大学３年生先行受験　１次の教職・一般のみ受験可能。通過した場合は，４年次以降に受験する１次の教職・
一般を免除。
■免除　［中・高・特］英語志願者で，規定の資格所有者は，１次の専門を免除。

新規情報

■地方会場　１次試験に大阪会場あり。■３年生受験　全校種対象。■初任給　大卒で262,080円（教職調
整額含む。）。この他に，義務教育等教員特別手当，期末手当及び勤勉手当等が支給される。■初任者研修　職
務の遂行に必要な実践的指導力と使命感を養うとともに，幅広い知見を得させることを目的としている。■臨
時的任用教員の研修　実施。■へき地／離島勤務　義務ではない。■就職氷河期世代　教員免許状を持たな
くても受験でき，合格したら２年間で免許取得する。■懲戒処分指針　策定し，HPに公開。

面　積 1,877 ㎢
人　口 908,642人
県の花 オリーブ
県の木 オリーブ
県の鳥 ホトトギス

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 2,957 1,539 144

不登校（人） 767 1,438 566

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　〈教職教養〉のうち，学習指導要領では総則が必

出である。今年度は「第2 教育課程の編成」から教

育課程編成上の留意点に関する問題と「第4（高校

は第5） 児童（生徒）の発達の支援」から学級（高

校はホームルーム）経営に関する問題，「第5（高

校は第6） 学校運営上の留意事項」に関する問題が

みられた。また，特別活動から「第1 目標」に関す

る問題も出題された。

　教育原理（特別支援教育，人権教育等）のうち，

特別支援教育では通級による指導の対象者でないも

のを問う問題が出題された。人権教育では，性的指

向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関す

る国民の理解の増進に関する法律から第1，2条の

理解を問う問題が出題された。

　生徒指導では，文部科学省による不登校の定義の

理解を問う問題が出題された。

　教育時事において，ご当地問題は必出である。今

年度は優れたスポーツの素質を有する子どもたちを

発掘し，関係団体と連携しながら専門的な指導者に

よるさまざまな育成プログラムを行っている事業の

名称を問う問題がみられた。

　教育法規では，必出の教育基本法から第2条（教育

の目標）が出題された。また，憲法第12条，学校教

育法第1条，教育公務員特例法第21条のほか，地方

教育行政の組織及び運営に関する法律第1条の4で規

定されている総合教育会議に関する問題もみられた。

　教育心理ではさまざまな領域から出題されてい

る。今年度は発達（エリクソン）と教育評価（ハロ

ー効果）を問う問題がみられた。重要な理論とその

特色を幅広く押さえることが必要である。

　〈一般教養〉のうち，人文科学では例年，国語

（漢字の読み・書き等）と英語（会話文，文章読解

等）を中心として，音楽や美術，保健体育，技術・

家庭から幅広く出題されており，今年度も同様の出

題となった。社会科学では例年，幅広い分野から出

題されており，今年度も同じような傾向であった。

自然科学では数学と理科全般，環境，情報から出題

されており，今年度も同様の傾向であった。

▶教育法規は教育基本法
▶教育時事では香川県の教育施策に要注意
▶人文科学は国語（漢字の読み・書き等）と英語（会話文，文章読解等）

＊「地域」には「教育時事」も含まれる。

教職教養
全15問

生徒指導

1

環境 1情報 1
保体 1

家庭 1
美術 1
音楽 1

教育法規

5

地域

1

教育原理

2

教育心理

2一般教養
全34問

国語

7
数学

3

英語

4

時事

4

社会
（地歴公）

5
理科

（物化生地）

5
学習指導
要領

4

自治体別試験DATA＆分析
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